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嶐
郷
小
学
校
は
、
美
和
地
域
に
あ
り
、
国

道
２
９
３
号
線
を
那
須
那
珂
川
町 （
馬
頭
）方

面
に
進
み
、
花
立
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
右

前
方
高
台
に
、
三
階
建
て
の
校
舎
と
体
育
館

を
擁
す
る
、
嶐
郷
小
の
姿
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

学
校
の
西
隣
に
は
、
三
浦
杉
で
有
名
な
吉

田
八
幡
神
社
。
国
道
２
９
３
号
線
を
馬
頭
方

面
に
お
よ
そ
１
㎞
進
む
と
「
道
の
駅
み
わ
☆

ふ
る
さ
と
館
・
北
斗
星
」。
そ
こ
よ
り
栃
木
県

境
ま
で
５
㎞
ほ
ど
進
む
と
「 
鷲  
子  
山  
上  
神 

と
り
の 
こ 
さ
ん 
し
ょ
う 
じ
ん

 
社 
」
が
あ
り
ま
す
。
道
の
駅
・
北
斗
星
は
、

じ
ゃ常

に
県
内
外
の
観
光
客
の
憩
い
の
場
と
し
て

に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、
地
域
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

三
浦
杉
は
２
株
か
ら
な
り
、
樹
齢
約
８
５

０
年
・
樹
高
約　

ｍ
・
周
囲
約
９
ｍ
の
巨
木

５８

で
県
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
県
の
指
定
文
化
財
「
鷲
子
山
上
神

社
」
は
、
彫
刻
で
有
名
な
「
随
神
門
」
な
ど

を
有
し
、
茨
城
・
栃
木
両
県
に
ま
た
が
る
特

色
あ
る
神
社
で
す
。
例
大
祭
で
は
、
彫
刻
で

装
飾
さ
れ
た
、
各
地
区
ご
と
の
屋
台
山
車
が

登
場
し
巡
行
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
悠
久
の
歴
史
・
地
域
文
化
・

豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
嶐
郷
地
区
で
す

が
、
嶐
郷
小
学
校
の
日
常
生
活
や
学
校
生
活

に
お
い
て
も
、
よ
き
教
育
環
境
と
し
て
息
づ

い
て
い
ま
す
。
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徒
歩
機
会
が
少
な
く
運
動
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
た
め
、
登
校
す
る
と
す
ぐ
「
さ
わ
や
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
名
称
で
、
全
校
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

中
休
み
に
は
「
元
気
っ
子
タ
イ
ム
」・「
偕

遊
の
時
間
」
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力

向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
季
節
に
よ
り
、
持

久
走
・
な
わ
と
び
・
一
輪
車
・
鉄
棒
運
動
・

ダ
ン
ス
等
の
活
動
を
元
気
に
し
て
い
ま
す
。

防
犯
教
室
」
等
、
多
彩
で
多
様
な
体
験
活
動

が
計
画
さ
れ
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
外
か
ら
の
先
生
方
に
よ
る
専
門
的
な

ご
指
導
は
、
児
童
の
興
味
・
関
心
を
大
き
く

刺
激
し
、
学
習
意
欲
向
上
や
個
性
伸
長
に
成

果
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
一
人
一
人
の
個
性
を
多
様
な
体
験
活

動
設
定
に
よ
っ
て
磨
く
機
会
と
す
る
こ
と

は
、
本
校
の
大
き
な
取
り
組
み
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
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登
下
校
時
は
、
学
校
を
起
点
と
す
る
４
方

面
に
２
台
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
し
て
い

ま
す
。

　

登
校
は
、
全
学
年
一
斉
の
乗
車
と
な
り
ま

す
が
、
下
校
は
、
曜
日
に
よ
っ
て
、
早
番
（
下

学
年
）
と
遅
番
（
上
学
年
）
の
２
回
・
８
運

行
に
な
り
ま
す
。

　

登
下
校
時
の
安
全
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
と
地
域
の
方
々
に
よ
る
乗
車
場
所
へ
の

送
迎
に
よ
っ
て
、
お
陰
様
で
手
厚
く
確
保
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
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幼
保
小
連
携
教
育
モ
デ
ル
市
町
村
事
業
に

平
成　

年
度
よ
り
取
り
組
み
、
幼
稚
園
・
保

１７

育
所
・
小
学
校
連
携
に
よ
る
教
育
活
動
の
実

践
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

児
童
の
人
格
形
成
に
は
、
幼
稚
園
・
保
育

所
・
小
学
校
の
連
携
教
育
が
大
切
で
あ
る
こ

と
の
認
識
に
立
っ
て
、
教
育
活
動
の
連
携
実

践
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
活
動
に
は
、「
幼
稚
園
訪
問
」

 「
保
育
所
訪
問
」「
交
流
活
動
」「
こ
ん
に
ち
は

の
会
」
等
が
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
特
に
美
和
中
学
校
や
檜
沢
小
学

校
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
交
流

活
動
を
進
め
て
お
り
、
相
互
授
業
参
観
や
合

同
自
動
車
工
場
見
学
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
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「
し
い
た
け
栽
培
」「
お
も
し
ろ
理
科
先
生
」

 「
う
ど
ん
打
ち
体
験
」「
老
人
ホ
ー
ム
訪
問
」

 「
鷲
子
囃
子
体
験
」「
保
育
所
・
幼
稚
園
訪
問
」

 「
わ
く
わ
く
自
然
教
室
」「
交
通
安
全
教
室
・

児童数：137人
(小田野22　�58－2419）
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めざす児童像

▲うどん打ち体験活動

▲5年総合学習「伝統芸能　鷲子囃子」

▲おもしろ理科先生
「炭酸ロケットをつくろう」




